
巻

十

二 

 
 
 
 
 

太
田
和
泉
守
こ
れ
を
綴
る 

 

天
正
七
年
己
卯 

  
 

摂
津
国
御
陣
の
事 

  

江
州
安
土
御
山
に
て
御
越
年
な
さ
れ
訖
ん
ぬ
。
歴
々
御
衆
、
摂
州
伊
丹
表
数
ケ
所
の
御
付
城
、

各
御
在
番
の
儀
に
付
き
て
、
御
出
仕
こ
れ
な
し
。 

 

正
月
五
日
、
九
鬼
右
馬
允
、
堺
の
津
よ
り
罷
り
上
り
、
安
土
御
山
に
て
、
年
頭
の
御
礼
申
し

上
ぐ
る
の
と
こ
ろ
、
今
の
透
に
、
在
所
へ
罷
り
越
し
、
妻
子
見
申
し
侯
て
、
頓
て
上
国
仕
る
べ

き
の
旨
、
忝
く
も
御
暇
下
さ
れ
、
満
足
に
て
、
勢
州
へ
罷
り
下
る
な
り
。 

 

二
月
八
日
、
御
小
性
衆
・
御
馬
廻
・
御
弓
衆
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
馬
淵
よ
り
切
石
三
百
五
十

余
召
し
上
げ
ら
る
。
翌
日
、
御
鷹
の
雁
・
鶴
、
何
れ
も
下
さ
れ
、
忝
く
頂
戴
。 

 

二
月
十
八
日
、
御
上
洛
。
二
条
新
造
へ
御
座
を
移
さ
る
。 

 

廿
一
日
、
東
山
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
、
十
八
日
、
叉
、
東
山
、
御
鷹
野
。 

 

三
月
二
日
、
賀
茂
山
、
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
侯
。 

 

三
月
四
日
、
中
将
信
忠
、
北
畠
信
雄
、
織
田
上
野
守
、
織
田
三
七
信
孝
、
御
上
洛
。 

 

三
月
五
日
、
信
長
公
御
父
子
、
摂
州
伊
丹
表
に
至
り
て
、
御
動
座
。
山
崎
御
陣
取
り
。
次
の

日
、
天
神
馬
場
よ
り
路
次
す
が
ら
、
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
、
郡
山
陣
取
り
。 



 

三
月
七
日
、
信
長
公
、
古
池
田
に
至
つ
て
御
陣
を
居
え
さ
せ
ら
れ
、
諸
卒
は
伊
丹
四
方
に
陣

取
り
。
越
州
衆
、
不
破
、
前
田
、
佐
々
、
原
、
金
森
、
是
れ
等
も
参
陣
な
り
。 

 

岐
阜
中
将
信
忠
、
御
取
出
、
賀
茂
岸
・
池
の
上
、
ニ
ケ
所
、
丈
夫
に
御
要
害
仰
せ
付
け
ら
る
。

四
方
付
城
相
構
へ
、
手
前
貼
に
堀
を
ほ
り
、
堀
柵
を
御
普
請
書
。 

 

三
月
十
三
日
、
高
槻
の
城
御
番
手
と
し
て
、
大
津
伝
十
郎
遣
は
さ
る
ゝ
と
こ
ろ
に
、
病
死
の

由
侯
へ
き
。 

 

三
月
十
四
日
、
多
田
の
谷
、
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
侯
。
塩
河
勘
十
郎
、
一
献
進
上
の
時
、
御
道

服
下
さ
れ
、
頂
戴
。
忝
き
次
第
な
り
。 

 

三
月
晦
日
、
御
鷹
野
、
み
の
を
の
滝
見
物
。
其
の
日
、
十
三
尾
の
御
鷹
、
少
し
、
足
を
痛
め

申
し
侯
由
、
逸
物
も
の
か
ず
仕
り
侯
。
秘
蔵
幷
び
な
く
、
毎
日
の
御
鷹
野
、
信
長
公
の
御
辛
労
、

申
す
計
り
な
く
、
御
機
力
強
き
事
、
諸
人
感
じ
申
す
な
り
。 

 

四
月
朔
日
、
岐
阜
中
将
信
忠
卿
の
御
小
性
衆
、
佐
治
新
太
郎
と
金
森
甚
七
郎
、
口
論
い
た
し
、

甚
七
郎
差
殺
、
新
太
郎
腹
切
、
相
果
て
候
。
両
人
の
年
齢
は
、
廿
計
り
の
人
に
て
侯
。
手
前
神

妙
の
働
き
、
上
下
感
じ
申
し
侯
。 

 

四
月
八
日
、
御
鷹
野
へ
御
出
で
、
古
池
田
、
東
の
野
に
て
御
狂
こ
れ
あ
り
。
御
馬
廻
・
御
小

性
衆
に
は
、
馬
を
乗
さ
せ
ら
れ
、
御
弓
衆
、
御
そ
ば
に
を
か
せ
ら
れ
、
二
手
に
分
け
て
、
馬
乗

衆
、
御
責
子
衆
の
中
へ
懸
け
入
り
侯
は
ん
と
、
馬
を
懸
け
ら
れ
、
信
長
公
、
御
せ
こ
衆
と
御
一

所
に
御
座
候
て
、
塞
が
せ
ら
れ
、
御
狂
あ
り
て
、
御
気
を
晴
ら
さ
せ
ら
れ
、
其
れ
よ
り
直
ち
に

御
鷹
野
な
り
。 



 

四
月
八
日
、
播
州
へ
御
人
数
出
だ
さ
る
。
越
前
衆
、
不
破
、
前
田
、
佐
々
、
原
、
金
森
、
織

田
七
兵
衛
信
澄
、
堀
久
太
郎
。 

 

四
月
十
日
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
筒
井
順
慶
、
山
城
衆
出
陣
。 

 

四
月
十
二
日
、
中
将
信
忠
卿
、
北
畠
信
雄
卿
、
織
田
上
野
守
、
織
田
三
七
信
孝
、
御
馬
を
出

だ
さ
る
。
猪
子
兵
介
・
飯
尾
隠
岐
両
人
、
播
州
三
木
表
、
今
度
御
取
出
御
普
請
の
御
検
使
と
し

て
、
相
副
へ
、
遣
は
さ
れ
侯
。
中
将
信
忠
卿
御
取
出
、
古
屋
野
、
池
上
御
留
守
。
永
田
刑
部
少

輔
・
牧
村
長
兵
衛
・
生
駒
市
左
衛
門
の
両
三
人
、
御
番
手
に
仰
せ
付
げ
ら
れ
侯
。 

 

四
月
十
五
日
、
丹
波
よ
り
、
惟
任
日
向
御
馬
進
上
の
と
こ
ろ
に
、
即
ち
、
日
向
に
下
さ
る
の

由
に
て
、
御
返
し
な
さ
れ
侯
。 

 

四
月
十
七
日
、
関
東
常
陸
国
の
多
賀
谷
修
理
亮
、
星
河
原
毛
の
御
馬
、
長
四
寸
八
分
、
歳
七

歳
、
太
く
逞
し
き
駿
馬
、
は
る
転
牽
き
上
せ
、
進
上
。
爰
の
道
三
十
里
を
乗
り
帰
り
、
こ
た
へ

者
の
由
に
候
。
御
祝
着
、
斜
な
ら
ず
。
青
地
与
右
衛
門
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
御
馬
せ
め
さ
せ
ら

れ
侯
。
正
宗
の
御
腰
物
、
青
地
に
下
さ
れ
候
。
是
れ
は
、
佐
々
木
所
持
侯
を
、
佐
々
内
蔵
佐
求

め
侯
て
、
黄
金
十
枚
付
け
侯
て
、
さ
や
ま
き
の
、
の
し
付
に
拵
へ
、
進
上
の
刀
な
り
。
外
聞
実

儀
、
忝
き
次
第
な
り
。 

 

多
賀
谷
修
理
か
た
へ
遣
は
せ
ら
れ
し
注
文
。 

 

御
小
袖 

五
ツ 

縮 

三
十
端 

以
上
、 

 

銀
子
五
枚
、
是
れ
は
、
使
者
に
下
さ
れ
侯
な
り
。 

 

四
月
十
八
日
、
塩
河
伯
耆
へ
、
銀
子
百
枚
遣
は
さ
れ
侯
。
御
使
森
乱
、
中
西
権
兵
衛
相
副
へ
、



下
さ
れ
、
過
分
、
忝
き
の
由
侯
な
り
。 

 

稲
葉
彦
六
取
手
河
原
ロ
ヘ
、
伊
丹
城
よ
り
、
足
軽
を
出
だ
し
侯
。
即
ち
・
塩
河
伯
耆
、
氏
家

左
京
懸
け
合
ひ
、
暫
ら
く
取
り
合
ひ
、
随
分
の
者
三
人
討
ち
取
り
侯
。
播
州
三
木
表
に
て
も
、

御
敵
、
足
軽
を
出
だ
し
、
中
将
信
忠
卿
御
手
へ
頸
数
十
人
計
り
、
討
ち
捕
り
、
勝
利
を
得
ら
る
ゝ

由
、
御
注
進
こ
れ
あ
り
。 

 

四
月
廿
三
日
、
隼
、
巣
子
、
丹
波
よ
り
惟
任
日
向
求
め
、
進
上
な
り
。 

 
 

 
 

京
都
四
条
こ
ゆ
い
町
糸
屋
の
後
家
の
事 

  

さ
る
程
に
、
京
都
に
、
前
代
未
聞
の
事
あ
り
。
下
京
四
条
こ
ゆ
ゐ
の
町
、
糸
屋
後
家
に
、
七

十
に
及
ぶ
老
女
あ
り
。
一
人
の
娘
を
持
ち
侯
。
母
と
一
所
に
侯
ひ
つ
る
。
四
月
廿
四
日
の
夜
、

母
に
よ
き
酒
を
求
め
、
思
ふ
程
、
し
ひ
て
、
の
ま
せ
、
酔
ひ
臥
し
侯
時
、
土
蔵
の
内
に
を
き
、

夜
更
け
、
人
し
づ
ま
り
て
、
母
を
さ
し
殺
し
、
手
づ
か
ら
、
か
わ
こ
へ
入
れ
、
よ
く
か
ら
げ
て
、

法
花
衆
に
て
侯
へ
ど
も
、
誓
願
寺
の
沙
弥
を
呼
び
よ
せ
、
人
の
知
ら
ぬ
様
に
し
て
、
寺
へ
つ
か

は
し
侯
。
下
女
一
人
侯
ひ
つ
る
。
か
れ
に
は
、
う
つ
く
し
き
小
袖
を
と
ら
せ
て
、
人
に
ふ
か
く

隠
密
い
た
し
侯
へ
と
、
申
し
付
け
侯
。
彼
の
女
、
後
を
お
そ
ろ
し
く
思
ひ
、
村
井
長
門
所
へ
走

り
入
り
、
此
の
様
を
申
し
侯
。
即
ち
、
彼
の
娘
を
搦
捕
り
、
糾
明
を
と
げ
、
四
月
廿
八
日
、
上

京
一
条
の
辻
よ
り
車
に
乗
せ
て
、
洛
中
を
ひ
か
せ
、
六
条
河
原
に
て
成
敗
侯
な
り
。 

 



 
 

二
条
殿
・
烏
丸
殿
・
菊
庭
殿
・
山
科
右
衛
門
督
殿
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嵯
峨
策
彦
・
武
藤
弥
平
衛
、
病
死
の
事 

  

四
月
廿
六
日
、
古
池
田
ま
へ
、
信
長
御
出
で
な
さ
れ
、
御
狂
あ
り
。
以
前
の
如
く
、
御
馬
廻
・

御
小
性
衆
、
近
衛
殿
・
細
川
右
京
大
夫
殿
、
是
れ
も
、
御
馬
を
め
さ
れ
、
二
手
に
分
れ
て
、
御

足
軽
御
懸
け
引
き
、
面
白
く
遊
ば
し
、
御
気
を
晴
ら
さ
せ
ら
れ
侯
。 

 

中
将
信
卿
、
播
州
三
木
表
、
今
度
、
六
ケ
所
、
塞
貼
に
、
御
取
出
仰
せ
付
け
ら
れ
、
そ
れ
よ

り
、
小
寺
藤
兵
衛(

政
職)

居
陣
五
ち
や
く
へ
御
馬
寄
せ
ら
れ
、
推
し
詰
め
、
御
放
火
。 

 

四
月
廿
八
日
、
有
馬
郡
ま
で
、
中
将
信
忠
卿
御
馬
入
れ
ら
れ
、
是
れ
よ
り
直
ち
に
野
瀬
郡
へ

御
働
き
、
耕
作
薙
ぎ
捨
つ
。 

 

四
月
廿
九
日
、
古
池
田
ま
で
御
帰
陣
。
信
長
公
へ
播
州
表
の
様
子
仰
せ
上
げ
ら
る
ゝ
の
と
こ

ろ
に
、
即
ち
、
御
下
国
侯
へ
の
旨
、
御
詫
侯
。
其
の
日
、
東
福
寺
ま
で
御
成
り
、
次
の
日
、
岐

阜
に
至
り
て
御
帰
城
。
越
前
衆
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
御
敵
城
お
う
ご
う
の
城
へ
差
し
向
か
ひ
、

取
手
申
し
付
け
、
古
池
田
へ
帰
城
侯
て
、
様
子
言
上
の
と
こ
ろ
、
越
前
衆
御
暇
下
さ
れ
、
帰
国

侯
な
り
。
其
の
外
衆
、
伊
丹
表
定
番
仰
せ
付
け
ら
れ
侯
ヘ
キ
。 

一
、
塚
口
郷 

惟
住
五
郎
左
衛
門
、
蜂
屋
兵
庫
頭
、
蒲
生
忠
三
郎
。 

一
、
塚
口
の
東 

田
中
、
福
富
平
左
衛
門
、
山
岡
対
馬
守
、
山
城
衆
。 

一
、
毛
馬 

永
岡
兵
部
大
輔
、
与
一
郎
。
頓
五
郎
。 

一
、
川
端
取
出 

池
田
勝
三
郎
父
子
三
人
。 



一
、
田
中 

中
川
瀬
兵
衛
、
古
田
左
介
。 

一
、
四
角
屋
敷 

氏
家
左
京
亮
。 

一
、
河
原
取
出 
稲
葉
彦
六
、
芥
川
。 

一
、
賀
茂
岸 

塩
川
伯
耆
、
伊
賀
平
左
衛
門
、
伊
賀
七
郎
。 

一
、
池
上 

中
将
信
忠
卿
、
御
人
数
御
番
替
へ
。 

一
、
古
屋
野
古
城 

滝
川
左
近
、
武
藤
宗
右
衛
門
。 

一
、
深
田 

高
山
右
近
。 

一
、
倉
橋 

池
田
勝
九
郎
。 

 
 
 

已
上
。 

 

か
く
の
ご
と
く
、
四
方
に
御
取
出
仰
せ
付
け
ら
れ
、
二
重
、
三
重
堀
を
ほ
り
、
塀
、
柵
を
付

け
、
手
前
貼
堅
固
に
申
し
付
け
ら
れ
侯
。 

 

五
月
朔
日
、
信
長
公
御
帰
洛
。 

 

き
る
程
に
、
二
条
殿
、
烏
丸
殿
、
菊
庭
殿
、
山
科
左
衛
門
督
殿
、
嵯
峨
の
策
彦
、
此
の
頃
、

歴
貼
病
死
な
さ
れ
侯
な
り
。 

 

五
月
三
日
、
信
長
公
、
御
下
り
、
路
次
は
山
中
よ
り
坂
本
へ
、
御
小
性
計
り
召
し
列
れ
ら
れ
、

御
舟
に
て
直
ち
に
安
土
御
帰
城
。 

 

五
月
十
一
日
、
吉
日
に
付
き
て
、
信
長
、
御
天
主
へ
御
移
徒
。 

 

五
月
廿
五
日
、
夜
中
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
播
州
海
蔵
寺
の
取
出
へ
忍
び
入
り
、
乗
つ
取
り

候
。
こ
れ
に
つ
て
、
次
の
日
置
き
、
お
ふ
ご
う
の
城
も
明
け
退
く
な
り
。 

 



 
 

法
花.

浄
土
宗
論
の
事 

  

五
月
中
旬
の
事
に
侯
。
関
東
よ
り
浄
土
宗
霊
誉
と
云
ふ
長
老
上
国
候
て
、
安
土
町
に
て
談
儀

を
の
べ
ら
れ
候
。 

 

法
花
衆
建
部
紹
智
・
大
脇
伝
介
両
人
、
説
法
の
座
へ
罷
り
出
で
、
不
審
を
懸
け
申
し
侯
。
長

老
申
さ
る
様
、
若
輩
の
旁
へ
、
ひ
ら
き
を
申
し
侯
へ
ど
も
、
仏
法
の
上
、
更
に
耳
に
入
る
べ
か

ら
ず
。
所
詮
、
両
人
の
憑
ま
れ
侯
法
花
坊
主
を
出
だ
さ
れ
侯
は
ば
返
答
申
す
べ
し
と
、
返
事
侯

て
、
七
日
侯
は
ん
法
談
の
、
十
一
日
ま
で
の
べ
ら
れ
侯
て
、
法
花
か
た
へ
使
を
立
て
ら
れ
侯
。

法
花
衆
も
、
宗
論
い
た
し
侯
は
ん
と
、
申
し
侯
て
、
京
都
よ
り
長
命
寺
の
日
光
、
常
光
院
、
九

音
院
、
妙
顕
寺
の
大
蔵
坊
、
堺
の
油
屋
弟
坊
主
、
妙
国
寺
不
伝
、
歴
貼
の
僧
衆
、
都
鄙
の
僧
俗
、

安
土
へ
群
れ
集
ま
り
侯
。
此
の
旨
、
聞
こ
し
め
し
及
ば
れ
、
御
前
に
御
祗
候
の
衆
も
、
余
多
法

花
衆
御
座
侯
。
信
長
公
御
諚
と
し
て
、
御
扱
ひ
な
さ
る
べ
く
侯
の
間
、
無
事
尤
も
の
由
、
菅
屋

九
右
衛
門
、
矢
部
善
七
郎
、
堀
久
太
郎
、
長
谷
川
竹
、
此
れ
等
を
御
使
と
し
て
、
仰
せ
出
だ
さ

れ
侯
。
浄
土
宗
、
何
様
に
圭
意
次
第
の
旨
、
御
請
け
申
さ
れ
侯
へ
ど
も
、
法
花
方
よ
り
、
勝
に

乗
つ
て
、
同
心
こ
れ
な
く
、
既
に
宗
論
に
究
ま
る
。
其
の
時
、
左
侯
は
ゞ
、
判
者
を
仰
せ
付
け

ら
る
べ
く
侯
間
、
書
付
を
以
て
勝
負
を
御
目
に
懸
け
侯
へ
と
、
御
諚
侯
て
、
五
山
の
内
に
て
も

物
知
に
侯
日
野
の
秀
長
老
召
し
上
せ
ら
る
。
折
節
、
因
果
居
士
参
ら
れ
侯
。
是
れ
も
相
副
へ
ら

れ
、
安
土
町
末
、
浄
土
宗
の
寺
浄
厳
院
仏
殿
に
て
、
宗
論
あ
り
。
寺
中
御
警
固
と
し
て
、
織
田

七
兵
衛
信
澄
、
菅
屋
九
右
衛
門
、
矢
部
善
七
郎
、
堀
久
太
郎
、
長
谷
川
竹
、
五
人
仰
せ
付
け
ら



る
。
法
花
宗
は
、
生
便
敷
結
構
に
出
立
ち
、
長
命
寺
日
光
、
浄
光
院
、
九
音
院
、
堺
の
油
屋
弟

坊
主
、
妙
国
寺
不
伝
、
妙
顕
寺
の
大
蔵
坊
、
筆
執
り
に
て
、
法
花
八
軸
に
硯
・
料
紙
を
取
り
持

ち
、
出
で
ら
れ
侯
。
浄
土
宗
は
、
墨
衣
に
て
、
如
何
に
も
左
道
な
る
仕
立
、
関
東
の
長
老
、
安

土
・
田
中
の
貞
安
長
老
二
人
、
是
れ
も
硯
・
料
紙
を
持
ち
侯
て
、
出
で
ら
る
。
関
東
の
貞
誉
長

老
は
、 

 

予
の
云
為
二
侯
間
、
申
す
べ
し
と
、
仰
せ
ら
れ
侯
を
、
田
中
の
貞
安
、
早
口
に
て
、
初
問
を

置
か
れ
、
其
れ
に
よ
り
互
ひ
の
問
答
を
書
き
付
ル
。 

 

貞
安
問
云
ふ
、
法
花
八
軸
ノ
中
二
念
仏
あ
る
や
。 

 

法
花
云
ふ
、
答
、
念
仏
こ
れ
あ
り
。 

 

貞
安
云
ふ
、
念
仏
ノ
義
ア
ラ
バ
、
何
ゾ
無
間
二
落
ル
念
仏
ト
、
法
花
二
説
ヤ
。 

 

法
花
云
ふ
、
法
花
ノ
弥
陀
ト
浄
土
ノ
弥
陀
ト
一
体
か
、
別
体
か
。 

 

貞
安
云
ふ
。
弥
陀
ハ
何
ク
ニ
有
る
弥
陀
モ
一
体
ヨ
。 

 

法
花
云
ふ
、
サ
テ
ハ
、
何
ゾ
浄
土
門
二
法
花
ノ
弥
陀
ヲ
捨
、
閉
閣
抛
卜
捨
ル
ヤ
。 

 

貞
安
云
ふ
、
念
仏
ヲ
捨
ヨ
ト
云
フ
ニ
非
ズ
。
念
仏
ヲ
修
ス
ル
機
ノ
前
二
、
念
仏
ノ
外
ノ
捨
閉

閣
抛
ト
云
フ
ナ
リ
。 

 

法
花
云
ふ
、
念
仏
ヲ
修
ス
ル
機
ノ
前
二
、
法
花
ヲ
捨
ヨ
ト
云
フ
経
文
ア
リ
ヤ
。 

 

貞
安
云
ふ
、
法
花
ヲ
拾
ル
ト
云
フ
証
文
コ
ソ
ア
レ
、
浄
土
経
ニ
云
フ
善
立
方
便
顕
示
三
乗
ト

云
々
。
又
、
一
向
専
念
無
量
寿
仏
云
々
。
法
花
ノ
無
量
之
儀
経
二
方
便
ヲ
以
テ
、
四
十
余
年

未
ダ
顕
セ
ズ
、
真
実
ト
云
ヘ
リ
。 



 

貞
安
云
ふ
、
四
十
余
年
ノ
法
門
ヲ
以
テ
、
爾
前
ヲ
捨
テ
、
方
座
第
四
ノ
妙
ノ
一
字
ハ
、
捨
ル

カ
、
捨
ザ
ル
カ
。 

 

法
花
云
ふ
、
四
十
余
年
四
妙
ノ
申
ニ
ハ
、
何
ゾ
ヤ
。 

 

貞
安
云
ふ
、
法
花
ノ
妙
ヨ
、
汝
知
ラ
ザ
ル
カ
。
此
ノ
返
答
、
コ
レ
ナ
ク
閉
ロ
ス
。 

 

貞
安
亦
云
ふ
、
捨
ル
カ
、
拾
ザ
ル
カ
ヲ
、
尋
ネ
シ
ト
コ
ロ
ニ
、
無
言
ス
。 

 

其
ノ
時
、
判
者
ヲ
始
メ
、
満
座
一
同
ニ
焜
と
笑
て
、
袈
裟
ヲ
剥
ギ
坂
ル
。
天
正
七
己
卯
年
五

月
廿
七
日
、
辰
の
亥
関
東
ノ
長
老
、
扇
を
披
き
立
て
、
一
舞
ま
は
れ
な
り
。
長
命
寺
日
光
、
妙

ノ
一
字
に
槞
、
打
擲
せ
ら
れ
、
八
軸
の
経
文
も
見
物
の
者
ど
も
、
手
貼
に
破
り
取
り
、
法
花
衆
、

四
方
へ
、
ば
つ
と
逃
げ
散
り
候
。
口
貼
渡
り
貼
ま
で
追
手
を
懸
け
、
少
貼
止
め
置
き
、
宗
論
勝

負
の
書
付
上
覧
に
備
へ
ら
る
ゝ
の
と
こ
ろ
、
即
ち
・
信
長
公
時
刻
を
移
さ
ず
、
午
の
刻
に
御
山

下
な
さ
れ
、
浄
厳
院
へ
御
座
を
移
さ
れ
、
法
花
衆
・
浄
土
宗
召
し
出
だ
れ
、
先
、
関
東
の
霊
誉

長
老
へ
御
扇
を
出
だ
さ
れ
、
田
中
の
貞
安
長
老
へ
御
団
を
下
さ
れ
、
御
褒
美
、
斜
な
ら
ず
。
秀

長
老
へ
は
、
先
年
堺
の
者
進
上
仕
り
侯
東
坡
が
杖
参
ら
れ
候
。
さ
て
、
大
脇
伝
介
召
し
出
だ
さ

れ
、
仰
せ
聞
か
せ
ら
る
ゝ
の
趣
、
一
国
一
郡
を
持
つ
身
に
て
も
似
合
は
ざ
る
に
、
お
の
れ
は
、

大
俗
と
云
ひ
町
人
と
云
ひ
、
塩
売
の
身
と
し
て
、
今
度
、
長
老
の
宿
を
も
仕
り
候
間
、
贔
屓
を

ば
仕
り
侯
は
で
、
人
に
そ
ゝ
の
か
さ
れ
、
長
老
へ
不
審
申
し
懸
け
、
都
鄙
の
騒
ぎ
不
届
の
次
第

条
々
、
御
諚
侯
て
、
先
づ
頸
を
き
ら
せ
ら
れ
、
又
、
普
伝
召
し
出
だ
さ
れ
、
度
々
近
衛
殿
御
雑

談
ノ
様
子
仰
せ
聞
か
せ
ら
る
。
普
伝
、
九
州
よ
り
罷
り
上
り
、
去
る
秋
よ
り
在
洛
侯
。
一
切
経

の
内
、
何
れ
の
所
に
、
如
何
様
の
文
字
こ
れ
あ
り
と
、
中
に
て
申
す
程
の
物
知
り
の
由
に
侯
。



但
し
、
何
宗
と
も
な
く
侯
。
八
宗
顕
学
仕
り
侯
中
に
は
、
法
花
衆
能
宗
の
由
、
常
々
申
し
侯
て
、

信
長
申
し
侯
は
ゞ
、
何
れ
の
門
家
に
も
な
る
べ
し
と
、
申
し
侯
。
行
義
は
、
普
伝
、
或
る
時
は

紅
梅
の
小
袖
、
叉
、
或
る
時
は
薄
絵
の
衣
装
な
ど
を
着
し
て
、
己
れ
が
着
た
る
破
れ
小
袖
結
縁

と
申
し
侯
て
、
人
に
と
ら
せ
侯
由
、
近
衛
殿
仰
せ
ら
れ
侯
。
後
に
能
々
聞
こ
し
め
し
及
ば
れ
侯

へ
ば
、
殊
勝
が
ほ
に
、
聞
き
侯
へ
ど
も
、
か
り
小
袖
に
て
作
物
仕
り
侯
。
か
程
物
知
り
の
普
伝

さ
へ
聞
き
入
り
、
法
花
衆
に
な
ら
れ
侯
と
、
申
し
侯
は
ゞ
、
法
花
繁
昌
た
る
べ
く
侯
間
、
懇
望

せ
ら
れ
、
属
詫
を
取
り
、
日
蓮
党
に
な
り
侯
は
ん
巧
み
、
老
後
に
及
び
虚
言
を
か
ま
へ
、
不
似

合
。
今
度
、
法
文
に
勝
ち
侯
は
ゞ
、
一
期
進
退
な
り
侯
様
に
仕
り
候
は
ん
と
、
属
詫
堅
約
に
て

法
花
に
憑
ま
れ
、
御
届
を
も
申
し
上
げ
ず
、
罷
り
下
り
、
日
比
の
申
し
分
相
違
、
曲
事
の
由
、

御
諚
侯
。
其
の
上
、
不
伝
は
、
法
文
申
さ
ざ
る
先
、
人
に
宗
論
い
は
せ
、
勝
ち
目
に
侯
は
ば
罷

り
出
づ
べ
し
と
存
知
、
出
で
ざ
る
事
、
胸
の
弱
き
仕
立
、
相
届
か
ざ
る
旨
、
条
々
聞
か
れ
、
普

伝
を
も
頸
を
切
ら
せ
ら
れ
、
残
る
歴
々
僧
衆
へ
仰
せ
出
だ
さ
る
ゝ
様
、
惣
別
、
諸
侍
軍
役
勤
め
、

日
々
迷
惑
仕
り
侯
に
、
寺
庵
結
構
に
仕
り
、
活
計
を
致
し
、
学
文
を
も
せ
ず
、
妙
の
一
字
に
槞

侯
し
事
、
第
一
、
曲
事
に
侯
。 

さ
侯
へ
ど
も
、
法
花
衆
は
、
口
の
過
ぎ
た
る
者
に
侯
。
後
日
、
宗
論
負
け
申
し
た
る
と
は
、
定

め
て
申
す
ま
じ
く
侯
。
宗
門
を
か
へ
、
浄
土
宗
の
弟
子
に
な
り
侯
か
、
然
ら
ず
ん
ば
、
今
度
、

宗
論
負
け
申
す
上
は
、
今
よ
り
以
後
、
他
宗
を
誹
謗
仕
る
ま
じ
き
の
旨
、
墨
付
を
出
だ
し
侯
へ

と
、
上
意
の
と
こ
ろ
に
、
即
ち
、
御
請
け
申
す
。 

 
 

敬
白
起
請
文
の
事 



一
、
今
度
、
江
州
浄
厳
院
に
お
い
て
、
浄
土
宗
と
宗
論
仕
り
、
法
花
衆
負
け
申
す
に
付
い
て
、

京
の
坊
主
普
伝
幷
び
に
、
塩
屋
伝
介
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候
事
。 

一
、
向
後
他
宗
に
対
し
、
一
切
法
難
い
た
す
べ
か
ら
ざ
る
の
事
。 

一
、
法
花
一
分
の
儀
、
立
て
置
か
る
べ
き
の
旨
、
忝
く
存
知
た
て
ま
つ
り
侯
。
法
花
上
人
衆
、

一
先
牢
人
仕
り
、
重
ね
て
召
し
置
か
る
ゝ
の
事
。 

 
(

天
正
七)

五
月
廿
七
日 

 
 
 

法
花
宗 

 
 

上
様 

浄
土
宗 

 

此
の
ご
と
き
誓
紙
進
上
侯
。
然
し
て
、
宗
論
負
け
申
し
侯
と
、
書
き
出
だ
し
、
負
の
字
、
不

思
議
の
女
童
ま
で
も
、
末
代
に
お
い
て
聞
き
知
る
事
に
侯
。
替
は
り
の
詞
、
如
何
程
も
こ
れ
あ

る
べ
き
を
、
越
度
仕
り
侯
と
、
歴
々
の
僧
衆
後
悔
仕
り
侯
由
、
承
り
及
び
侯
な
り
。
又
、
諸
人
、

是
れ
を
笑
ひ
物
に
仕
り
侯
。
又
、
建
部
紹
智
、
堺
の
津
ま
で
逃
げ
行
き
候
ひ
し
を
、
追
手
を
懸

け
、
搦
め
取
り
、
今
度
、
大
脇
伝
・
建
部
紹
智
両
人
の
云
為
に
依
つ
て
、
か
く
の
ご
と
く
候
間
、

是
れ
又
、
頸
を
き
ら
せ
ら
れ
候
。 

  
 

丹
波
国
波
多
野
兄
弟
張
り
付
け
の
事 

  

さ
る
程
に
、
丹
波
国
、
波
多
野
館
、
去
年
よ
り
、
惟
任
日
向
守
押
し
詰
め
、
取
り
巻
き
、
三

里
四
方
に
堀
を
ほ
ら
せ
、
塀
・
柵
を
丈
夫
に
、
幾
重
も
申
し
付
け
、
責
め
ら
れ
侯
。
籠
城
の
者
、

既
に
餓
死
に
及
び
、
初
め
は
、
草
木
の
葉
を
食
と
し
、
後
に
は
、
牛
馬
を
食
し
、
了
簡
尽
き
果



て
、
無
体
に
罷
り
出
で
候
を
、
悉
く
切
り
捨
て
、
波
多
野
兄
弟
三
人
の
者
、
調
略
を
以
て
召
し

捕
る
。 

 

六
月
四
日
、
安
土
城
へ
進
上
、
則
ち
、
慈
恩
寺
町
末
に
、
三
人
の
者
、
張
付
に
懸
け
さ
せ
ら

れ
、
さ
す
が
、
思
ひ
切
り
侯
て
、
前
後
神
妙
の
由
に
侯
。 

 

六
月
十
三
日
、
丹
後
の
松
田
摂
津
守
、
隼
・
巣
子
ニ
ツ
進
上
。 

 

六
月
十
八
日
、
中
将
信
忠
卿
、
安
土
御
見
舞
と
し
て
、
御
成
り
。 

 

六
月
廿
日
、
伊
丹
表
に
在
陣
の
衆
、
滝
川
、
蜂
屋
、
武
藤
、
惟
住
、
福
富
、
此
の
五
人
衆
へ
、

鷂
三
聯
、
小
男
鷹
二
、
青
山
与
三
御
使
と
し
て
、
忝
く
拝
受
申
さ
れ
侯
な
り
。 

 

六
月
廿
日
、
羽
柴
筑
前
与
力
に
仰
せ
付
け
ら
れ
侯
竹
中
半
兵
衛
、
播
州
御
陣
に
て
病
死
侯
。

其
の
名
代
と
し
て
、
御
馬
廻
に
侯
へ
つ
る
舎
弟
竹
中
久
作
、
播
州
へ
遣
は
さ
れ
侯
。 

 

六
月
廿
四
日
、
先
年
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
拝
領
の
周
光
茶
碗
、
召
し
上
げ
ら
れ
、
其
の
御
か

は
り
と
御
諚
侯
て
、
鐁
切
の
御
腰
物
下
さ
る
。
作
長
光
、
一
段
の
出
来
物
、
系
図
こ
れ
あ
る
刀

な
り
。 

 

七
月
三
日
、
武
藤
宗
右
衛
門
、
伊
丹
御
陣
に
て
病
死
な
り
。 

 

七
月
六
日
・
七
日
両
日
、
安
土
御
山
に
て
御
相
撲
こ
れ
あ
り
。 

 

七
月
十
六
日
、
家
康
公
よ
り
、
坂
井
左
衛
門
尉
御
使
と
し
て
、
御
馬
進
め
ら
る
。
奥
平
九
八

郎
・
坂
井
左
衛
門
尉
両
人
も
、
御
馬
進
上
な
り
。 

 

七
月
十
九
日
、
中
将
信
忠
卿
へ
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
岐
阜
に
て
、
津
田
与
八
・
玄
以
・
赤
座
七

郎
右
衛
門
両
三
人
と
し
て
、
井
戸
才
介
御
生
害
。
子
細
は
、
妻
子
を
も
、
安
土
へ
越
し
侯
は
で
、



所
々
の
他
家
を
か
ず
へ
あ
る
き
、
不
断
、
安
土
に
は
こ
れ
な
き
、
無
奉
公
者
に
て
侯
。
其
の
上
、

先
年
謀
書
い
た
し
、
深
尾
和
泉
を
支
へ
申
し
侯
。 

 

重
畳
曲
事
ど
も
相
積
り
、
御
成
敗
侯
ひ
し
な
り
。 

 

七
月
十
九
日
、
惟
任
日
向
守
、
丹
後
へ
出
勢
の
と
こ
ろ
に
、
宇
津
構
へ
明
け
退
き
侯
を
、
人

数
を
付
け
、
追
討
ち
に
、
数
多
討
ち
捕
り
、
頸
を
安
土
へ
進
上
。
そ
れ
よ
り
鬼
ケ
城
へ
相
働
き
、

近
辺
放
火
侯
て
、
鬼
ケ
城
へ
付
城
の
要
害
を
構
へ
、
惟
任
人
数
入
れ
置
く
。 

  
 

赤
井
悪
右
衛
門
退
参
の
事 

  

八
月
九
日
、
赤
井
悪
右
衛
門
楯
籠
り
侯
黒
井
へ
取
り
懸
け
、
推
し
詰
め
侯
と
こ
ろ
に
、
人
数

を
出
だ
し
侯
。
則
ち
、
焜
と
付
け
入
る
に
、
外
く
る
は
ま
で
込
み
入
り
、
随
分
の
者
十
余
人
討

ち
取
る
と
こ
ろ
、
種
々
降
参
侯
て
、
退
出
。
惟
任
、
右
の
趣
、
一
々
注
進
申
し
上
げ
ら
れ
、
永
々
、

丹
波
に
在
国
侯
て
、
粉
骨
の
度
々
の
高
名
、
名
誉
も
比
類
な
き
の
旨
、
忝
く
も
御
感
状
く
だ
し

な
さ
れ
、
都
鄙
の
面
目
、
こ
れ
に
過
ぎ
ず
。 

 

七
月
十
八
日
、
出
羽
大
宝
寺
よ
り
駿
馬
を
揃
へ
、
御
馬
五
ツ
、
幷
に
御
鷹
十
一
聯
、
此
の
内
、

し
ろ
の
御
鷹
一
足
こ
れ
あ
る
を
、
進
上
。 

 

七
月
廿
五
日
、
奥
州
の
遠
野
孫
次
郎
と
申
す
人
、
し
ろ
の
御
鷹
、
進
上
。
御
鷹
居
石
出
主
計
、

北
国
辺
舟
路
に
て
、
は
る
転
の
風
婆
凌
ぎ
罷
り
上
り
、
進
献
。
誠
に
、
雪
し
ろ
容
儀
勝
れ
て
、

見
事
な
る
御
鷹
、
見
物
の
貴
賎
、
耳
目
を
驚
か
し
、
御
秘
蔵
、
斜
な
ら
ず
。
又
、
出
羽
の
千
福



と
申
す
と
こ
ろ
の
前
田
薩
摩
、
是
れ
も
御
鷹
居
さ
せ
、
罷
り
上
り
、
御
礼
申
し
上
げ
、
進
上
。 

 

七
月
廿
六
日
、
石
田
主
計
、
前
田
薩
摩
、
両
人
召
し
寄
せ
ら
れ
、
堀
久
太
郎
所
に
て
御
振
舞

仰
せ
付
け
ら
れ
侯
。
相
伴
は
津
軽
の
南
部
宮
内
少
輔
な
り
。
御
天
主
見
物
仕
り
侯
て
、
か
様
に

御
結
構
の
様
、
古
今
伝
承
り
及
ば
ず
。
生
前
の
思
い
出
、
忝
き
の
由
侯
へ
き
。 

 

遠
野
孫
次
郎
か
た
へ
、
先
、
当
座
の
御
音
信
と
し
て
、 

 

一
、
御
服
拾
（
如
何
に
も
御
結
構
御
紋
織
付
き
、
色
は
十
色
な
り
。
御
裏
衣
、
是
れ
又
、
十

色
な
り
）、
一
、
白
熊
二
付
き 

一
、
虎
革
二
枚
以
上
三
種
。
一
、
御
服
五
ツ
、
幷
に
黄
金
路
銭

と
し
て
、
使
の
石
田
主
計
に
下
さ
れ
、
忝
く
拝
領
な
り
。
一
、
御
服
五
ツ
、
黄
金
相
添
へ
、
前

田
薩
摩
守
へ
下
さ
れ
、
忝
き
仕
合
せ
に
て
、
罷
り
下
り
侯
へ
き
。 

 

八
月
二
日
、
以
前
、
法
花
宗
と
法
文
仕
り
侯
貞
安
長
老
へ
、 

 

一
、
銀
子
五
十
枚
、
貞
安
へ
下
さ
る
。
一
、
銀
子
三
十
枚
、
浄
厳
院
長
老
へ
。
銀
子
拾
枚
、

日
野
秀
長
老
へ
。 

 

一
、
銀
子
拾
枚
、
関
東
の
霊
誉
長
老
へ
。
此
の
如
く
送
り
遣
は
し
、
忝
き
次
第
な
り
。 

 

八
月
六
日
、
江
州
国
中
の
相
撲
取
り
召
し
寄
せ
ら
れ
、
安
土
御
山
に
て
相
撲
と
ら
せ
、
御
覧

侯
と
こ
ろ
、
甲
賀
の
伴
正
林
と
申
す
者
、
年
齢
十
八
、
九
に
侯
か
、
能
き
相
撲
七
番
打
ち
仕
り

侯
。
次
の
日
、
叉
、
御
相
撲
あ
り
、
此
の
時
も
取
り
す
ぐ
り
、
則
ち
御
扶
持
人
に
召
し
出
だ
さ

る
。
鉄
炮
屋
与
四
郎
、
折
節
、
御
折
檻
に
て
、
籠
へ
入
れ
置
か
る
。
彼
の
与
四
郎
私
宅
・
資
財
・

雑
具
共
に
御
知
行
百
石
、
漿
斗
付
の
太
刀
、
脇
指
大
小
ニ
ツ
、
御
小
袖
、
御
馬
皆
具
共
に
拝
領
。

名
誉
の
次
第
な
り
。 



 

八
月
九
日
、
柴
田
修
理
亮
、
賀
州
へ
相
働
き
、
阿
多
賀
、
本
折
、
小
松
町
口
ま
で
焼
き
払
ひ
、

其
の
上
、
苅
田
に
申
し
付
け
、
帰
陣
の
由
な
り
。 

 

八
月
廿
日
、
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
中
将
信
忠
、
摂
州
表
へ
御
出
馬
。
其
の
日
、
柏
原
に
御
泊
り
。

次
の
日
、
安
土
御
出
で
。
廿
二
日
、
堀
久
太
郎
相
添
へ
ら
れ
、
古
屋
野
に
至
つ
て
御
在
陣
。 

  
 

荒
木
伊
丹
、
城
・
妻
子
捨
て
忍
び
出
づ
る
の
事 

  

九
月
二
日
の
夜
、
荒
木
摂
津
守
、
五
、
六
人
召
し
列
れ
、
伊
丹
を
忍
び
出
で
、
尼
崎
へ
移
り

侯
。 

 

九
月
四
日
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
播
州
よ
り
安
土
へ
罷
り
越
さ
る
。
備
前
の
宇
喜
田
御
赦
免

の
筋
目
申
し
合
せ
侯
間
、
御
朱
印
な
さ
れ
侯
の
様
に
と
、
言
上
の
と
こ
ろ
に
、
御
諚
を
も
伺
ひ

申
さ
れ
ず
、
示
し
合
は
す
の
段
、
曲
事
の
旨
、
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
則
ち
、
播
州
へ
追
ひ
還
さ
れ

侯
な
り
。 

 

九
月
十
日
、
播
州
の
御
敵
五
着
・
曾
根
・
衣
笠
の
士
卒
一
手
に
な
り
、
敵
城
三
木
の
城
へ
兵

粮
入
る
べ
き
行
に
侯
。
然
ら
ば
、
三
木
に
楯
籠
る
人
数
、
此
の
競
ひ
に
罷
り
出
で
、
谷
ノ
大
膳

陣
所
へ
攻
め
懸
か
り
、
既
に
谷
ノ
大
膳
を
討
ち
果
た
し
侯
。
羽
柴
筑
前
守
見
合
せ
、
切
り
か
ゝ

り
、
一
戦
に
及
び
、
相
た
ゝ
か
ひ
、
討
ち
捕
る
人
数
の
事
、
別
所
甚
大
夫
、
別
所
三
大
夫
、
別

所
左
近
尉
、
三
枝
小
太
郎
、
三
枝
道
右
、
三
枝
与
平
次
、
と
を
り
孫
大
夫
。
此
の
外
、
芸
州
・

紀
伊
州
の
侍
、
名
字
は
し
ら
ず
、
数
十
人
討
ち
取
り
、
大
利
を
得
ら
れ
侯
へ
訖
ん
ぬ
。 



 

九
月
十
一
日
、
信
長
公
御
上
洛
。
陸
を
勢
田
を
通
り
御
出
京
。
逢
坂
に
て
、
播
州
三
木
表
合

戦
侯
て
、
数
多
討
死
申
す
仕
合
せ
、
注
進
侯
。
先
度
、
安
土
よ
り
筑
前
追
ひ
帰
さ
せ
ら
れ
侯
に

付
い
て
、
無
念
に
存
知
、
其
の
故
を
以
て
合
戦
を
励
み
、
勝
利
を
得
る
事
に
侯
。、
弥
三
木
、
五

着
の
間
は
、
詰
め
侯
て
、
虎
口
の
番
等
已
下
、
由
断
な
く
申
し
付
く
べ
き
事
、
肝
要
の
旨
、
忝

く
も
御
書
き
な
さ
れ
侯
ヘ
キ
。 

 

今
度
、
相
州
氏
政
の
舎
弟
、
大
石
源
蔵
氏
直
、
御
鷹
三
足
、
京
都
ま
で
上
せ
進
上
。 

 

九
月
十
二
日
、
岐
阜
中
将
信
忠
、
伊
丹
表
の
御
人
数
半
分
召
し
列
れ
ら
れ
、
尼
崎
へ
御
働
き

な
さ
れ
、
七
松
と
云
ふ
所
に
、
近
貼
と
御
取
出
ニ
ケ
所
仰
せ
付
け
ら
れ
、
塩
河
伯
者
・
高
山
右

近
、
一
与
に
定
番
と
し
て
置
か
る
。
中
川
瀬
兵
衛
、
福
富
平
左
衛
門
、
山
岡
対
馬
、
一
組
に
仰

せ
付
け
ら
れ
、
古
屋
野
へ
御
人
数
打
ち
帰
さ
る
。 

  
 

常
見
検
校
の
事 

  

九
月
十
四
日
、
京
都
に
て
座
頭
衆
の
中
に
申
し
事
あ
り
。
子
紬
は
、
摂
州
兵
庫
に
常
見
と
申

し
侯
て
、
分
限
の
者
あ
り
。
彼
の
者
申
す
様
に
は
、
人
ご
と
に
失
墜
い
た
し
侯
て
は
、
必
ず
無

力
仕
り
侯
。
一
期
、
楽
貼
と
、
身
を
楽
し
む
べ
き
様
を
案
じ
出
だ
し
、
彼
の
常
見
、
眼
は
能
く

侯
へ
ど
も
、
千
貫
出
だ
し
、
検
校
に
罷
り
成
り
、
都
に
在
京
す
べ
き
旨
、
存
知
、
其
の
段
検
校

衆
へ
申
し
理
り
、
干
貫
つ
ま
せ
、
常
見
検
校
と
号
し
、
座
頭
衆
の
官
配
を
取
り
、
年
来
、
都
に

楽
々
と
こ
れ
あ
る
と
こ
ろ
に
、
小
座
頭
ど
も
申
す
様
に
は
、
分
限
の
者
、
此
の
ご
と
く
、
検
校



に
な
り
侯
は
ば
、
法
度
ば
か
り
に
て
、
今
ま
で
も
長
久
に
相
続
き
侯
に
、
金
銀
の
賄
に
耽
り
、

猥
り
の
子
細
、
勿
躰
な
し
。
其
の
上
、
は
か
り
を
重
仕
り
侯
て
、
金
を
取
り
侯
段
、
迷
惑
の
由
、

今
度
、
信
長
公
へ
訴
訟
申
し
上
ぐ
る
と
こ
ろ
、
聞
こ
し
め
し
分
け
ら
れ
、
検
校
ど
も
の
条
々
、

曲
事
の
旨
、
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
御
成
敗
な
さ
る
べ
き
の
と
こ
ろ
、
種
々
御
詫
言
申
し
、
黄
金
二

百
枚
進
上
い
た
し
、
御
赦
免
侯
。 

  
 

宇
治
橋
取
り
懸
げ
の
事 

  

則
ち
、
此
の
代
物
を
以
て
、
宇
治
川
平
等
院
の
前
に
橋
を
懸
け
申
す
べ
き
の
旨
、
宮
内
卿
法

印
・
山
口
甚
介
両
人
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
末
代
の
為
め
に
侯
間
、
丈
夫
に
懸
け
置
く
べ
き
の
旨
、

御
諚
侯
詑
ん
ぬ
。 

以
前
、
浄
土
宗
と
法
花
宗
論
仕
り
侯
。
其
の
時
の
御
礼
と
し
て
、
京
の
法

花
坊
主
よ
り
黄
金
二
百
枚
進
上
侯
。 

是
れ
を
召
し
置
か
れ
候
御
心
も
如
何
が
は
し
き
の
由
侯
て
、
伊
丹
表
・
天
王
寺
、
播
州
三
木
方
々

御
取
出
に
在
番
候
て
、
粉
骨
の
旁
へ
、
五
枚
、
十
枚
、
廿
枚
、
三
十
枚
宛
下
さ
れ
侯
な
り
。 

 

九
月
十
六
日
、
滝
川
左
近
・
惟
住
五
郎
左
衛
門
両
人
に
御
馬
下
さ
れ
、
忝
き
次
第
な
り
。
青

地
与
右
衛
門
御
使
に
て
侯
な
り
。 

  
 

北
畠
中
将
殿
御
折
檻
状
の
事 

 



 

九
月
十
七
日
、
北
畠
中
将
信
雄
、
伊
賀
国
へ
御
人
数
差
し
越
さ
れ
、
御
成
敗
の
と
こ
ろ
に
、

一
戦
に
及
び
、
柘
植
三
郎
左
衛
門
討
死
侯
な
り
。 

 

九
月
十
八
日
、
二
条
御
新
造
に
て
、
摂
家
・
清
花
、
細
川
右
京
大
夫
殿
、
御
鞠
遊
ぱ
さ
れ
侯
。

信
長
公
は
御
見
物
な
り
。 

 

九
月
廿
一
日
、
信
長
公
、
京
都
よ
り
摂
州
伊
丹
表
に
至
り
て
御
馬
を
出
だ
さ
れ
、
其
の
日
、

山
崎
御
泊
り
。
廿
二
・
廿
三
両
日
雨
降
り
、
御
滞
留
。
爰
に
て
北
畠
中
将
信
雄
卿
へ
仰
せ
出
だ

さ
る
ゝ
趣
、
上
が
た
へ
御
出
陣
な
く
、
私
の
御
働
き
然
る
べ
か
ら
ざ
る
の
旨
、
御
内
書
な
さ
る
。 

 

其
の
御
文
言
、 

 

今
度
伊
賀
・
堺
に
於
て
、
越
度
取
り
侯
旨
、
誠
に
天
道
も
お
そ
ろ
し
く
、
日
月
未
だ
地
に
墜

ち
ず
。
其
子
細
は
、
上
が
た
へ
出
勢
侯
へ
ぽ
、
其
の
国
の
武
士
、
或
ひ
は
民
百
姓
難
儀
侯
条
、

所
詮
、
国
の
内
に
て
申
し
事
に
候
へ
ぱ
、
他
国
の
陣
相
遁
る
ゝ
に
依
つ
て
、
此
の
儀
尤
も
と
、

同
心
せ
し
め
、
あ
り
貼
敷
く
云
へ
ば
、
若
気
ゆ
ゑ
、
実
と
思
ひ
、
此
の
ご
と
く
侯
や
。
さ
て
貼
、

無
念
至
極
に
侯
。
此
の
地
へ
出
勢
は
、
第
一
、
天
下
の
為
め
。、
父
へ
の
奉
公
、
兄
城
介
大
切
、

且
つ
は
其
の
方
の
為
め
、
彼
れ
是
れ
、
現
在
未
来
の
働
き
た
る
べ
し
。
剰
へ
、
三
郎
左
衛
門
を

始
め
、
討
死
の
儀
、
言
語
道
断
、
曲
事
の
次
第
に
侯
。
実
に
其
の
覚
悟
に
お
い
て
は
、
親
子
の

旧
離
許
容
す
べ
か
ら
ず
侯
。
猶
、
夫
の
者
申
す
べ
く
侯
な
り
。 

 

九
月
廿
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
長 

 
 
 

北
畠
申
将
殿 

 

九
月
廿
四
日
、
山
崎
よ
り
古
池
田
に
至
り
て
、
御
陣
を
移
さ
る
。 



 

九
月
廿
七
日
、
伊
丹
四
方
御
取
出
御
見
舞
。
古
屋
野
に
て
、
滝
川
左
近
所
に
、
暫
ら
く
御
逗

留
。
其
れ
よ
り
、
塚
口
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
が
所
に
御
成
り
、
御
休
息
な
さ
れ
、
晩
に
及
び
、

池
田
へ
御
帰
り
。
次
の
日
、 

 

九
月
廿
八
日
、
御
帰
洛
。
其
の
日
、
初
め
て
茨
木
へ
御
立
寄
り
。 

  
 

人
売
り
の
事 

  

さ
る
程
に
、
下
京
場
々
町
門
役
仕
り
侯
者
の
女
房
、
あ
ま
た
女
を
か
ど
は
か
し
、
和
泉
の
堺

に
て
、
日
比
売
り
申
し
侯
。
今
度
聞
き
付
け
、
村
井
春
長
軒
召
し
捕
り
、
糺
明
侯
へ
ぱ
、
女
の

身
と
し
て
、
今
ま
で
八
十
人
ほ
ど
売
り
た
る
由
、
申
し
侯
。
則
ち
、
成
敗
な
り
。 

 

九
月
廿
九
日
、
賀
州
の
一
揆
、
大
坂
へ
通
路
の
者
、
正
親
町
中
納
言
殿
搦
め
捕
り
、
進
上
な

さ
る
。
御
祝
看
斜
な
ら
ず
。
則
ち
、
誅
さ
せ
ら
る
。 

  
 

謀
書
の
事 

  

十
月
朔
日
、
山
崎
の
町
人
、
先
年
、
惟
任
日
向
守
・
村
井
春
長
軒
前
に
て
、
一
果
て
侯
公
事

を
、
謀
書
い
た
し
、
直
奏
仕
り
侯
。
村
井
に
御
尋
ね
の
と
こ
ろ
に
、
右
の
果
口
言
上
侯
。
曲
事

の
旨
、
御
諚
侯
て
、
御
成
敗
侯
な
り
。 

 



 
 

伊
丹
城
謀
叛
の
事 

  

十
月
八
日
、
戌
の
刻
、
二
条
を
御
立
ち
な
さ
れ
、
夜
も
す
が
ら
御
下
り
、
次
の
朝
、
九
日
の

日
の
出
に
、
安
土
へ
御
帰
城
。 

 

十
月
十
五
日
、
滝
川
左
近
調
略
を
以
て
、
佐
治
新
介
使
を
仕
り
、
中
西
新
八
郎
を
引
き
付
け
、

中
西
才
覚
を
以
て
、
足
軽
大
将
の
星
野
、
山
脇
、
隠
岐
、
宮
脇
、
謀
叛
い
た
し
、
上
﨟
塚
へ
滝

川
人
数
引
き
入
れ
、
数
多
切
り
捨
て
候
。
取
る
物
も
取
り
敢
へ
ず
、
上
を
下
へ
と
な
つ
て
、
城

中
へ
逃
げ
入
り
、
親
子
兄
弟
を
う
た
せ
、
泣
き
か
な
し
む
計
り
な
り
。
町
を
ば
居
取
に
い
た
し
、

城
と
町
と
の
間
に
侍
町
あ
り
。
是
れ
を
ぱ
火
を
懸
け
、
生
か
城
に
な
さ
れ
な
り
。
き
し
の
取
出
、

渡
辺
勘
大
夫
、
楯
籠
り
、
同
者
紛
に
、
多
田
の
館
ま
で
罷
り
退
き
侯
を
、
兼
て
申
し
上
ぐ
る
儀

も
こ
れ
な
く
、
曲
事
の
旨
御
諚
に
て
、
生
害
さ
せ
ら
れ
、
又
、
ひ
よ
ど
り
塚
に
、
野
村
丹
後
、

大
将
と
し
て
、
雑
賀
の
者
相
加
へ
、
拘
へ
候
。
悉
く
討
死
に
て
、
丹
後
、
御
詫
言
申
し
侯
と
こ

ろ
、
中
貼
御
許
容
な
く
、
生
害
侯
て
、
く
び
を
安
土
へ
進
上
侯
。
荒
木
妹
、
丹
後
後
家
、
城
中

に
て
此
の
由
承
り
、
う
さ
も
つ
ら
さ
も
身
ひ
と
り
と
、
泣
き
か
な
し
み
、
い
き
て
甲
斐
な
き
身

な
が
ら
も
、
此
の
上
、
又
、
如
何
な
る
憂
目
を
か
見
ん
ず
ら
ん
と
、
あ
さ
ま
し
く
思
ひ
歎
く
有

様
、
目
も
当
て
ら
れ
ず
、
哀
れ
な
り
。
諸
手
四
方
よ
り
、
近
貼
推
し
詰
め
、
城
楼
か
ね
ほ
り
を

入
れ
、
攻
め
ら
れ
、
命
御
助
け
な
さ
れ
侯
へ
と
、
御
侘
申
し
侯
へ
ど
も
、
御
許
容
こ
れ
な
し
。 

 

十
月
廿
四
日
、
惟
任
日
向
守
・
丹
後
・
丹
波
両
国
一
篇
に
申
し
付
け
、
安
土
へ
御
礼
ま
い
り

御
礼
。
其
時
、
志
々
良
百
端
進
上
侯
ヘ
キ
。 



  
 

氏
政
甲
州
表
へ
働
き
の
事 

  

十
月
廿
五
日
、
相
模
国
・
北
条
氏
政
御
身
方
の
色
を
立
て
ら
れ
ら
れ
、
六
万
ば
か
り
に
て
打

ち
立
ち
、
甲
斐
国
へ
差
し
向
か
ひ
、
木
瀬
川
を
隔
て
、
三
島
に
氏
政
居
陣
の
由
、
注
進
な
り
。

武
田
四
郎
も
甲
州
の
人
数
打
ち
出
だ
し
、
冨
士
の
根
か
た
、
三
枚
橋
に
足
懸
り
を
拵
へ
、
対
陣

な
り
。
家
康
公
も
相
州
へ
御
手
合
せ
と
し
て
、
駿
州
へ
相
働
き
、
所
々
に
煙
を
揚
げ
ら
る
。 

 

十
月
廿
九
日
、
越
中
ノ
神
保
越
中
守
、
黒
葦
毛
の
御
馬
進
上
。 

 

十
月
晦
日
、
備
前
宇
喜
多
和
泉
、
御
赦
免
に
付
き
て
、
名
代
と
し
て
、
宇
喜
多
与
太
郎
、
摂

州
古
屋
野
ま
で
罷
り
上
り
、
中
将
信
忠
卿
へ
御
礼
、
羽
柴
筑
前
秀
吉
御
取
次
な
り
。 

 

十
一
月
三
日
、
信
長
公
、
御
上
洛
。
其
の
目
、
瀬
田
橋
御
茶
屋
に
御
泊
り
。
御
番
衆
、
御
祗

候
の
御
衆
へ
、
し
ろ
の
御
鷹
見
せ
さ
せ
ら
れ
、
次
の
日
、
御
出
京
。
二
条
御
新
造
の
御
普
請
造

り
畢
り
仕
る
に
付
い
て
、
禁
裏
様
へ
御
進
上
な
さ
る
ゝ
趣
、 

 

十
一
月
五
日
、
御
奏
聞
の
と
こ
ろ
、
則
ち
、
御
博
士
に
御
日
取
り
仰
せ
付
け
ら
れ
、
吉
日
に

付
き
て
、
十
一
月
廿
二
日
、
新
御
所
へ
親
王
様
行
啓
な
さ
る
べ
き
に
相
定
め
、
其
の
御
用
意
侯

な
り
。 

 

十
一
月
六
日
、
し
ろ
の
御
鷹
居
え
さ
せ
ら
れ
、
北
野
う
ち
の
辺
鶉
つ
か
は
さ
れ
、 

 

十
一
月
八
日
、
東
山
よ
り
一
条
寺
ま
で
、
し
ろ
の
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
、
初
め
て
御
取
飼
ひ
。

九
月
十
日
両
日
、
一
乗
寺
修
覚
寺
山
御
鷹
野
な
り
。
上
京
裁
売
の
町
人
、
一
献
進
上
仕
り
侯
と



こ
ろ
、
一
々
御
詞
を
加
へ
ら
れ
、
忝
き
次
第
な
り
。 

 

十
一
月
十
六
日
、
亥
の
剋
、
二
条
御
新
造
よ
り
妙
覚
寺
へ
、
信
長
御
座
を
移
さ
せ
ら
る
。 

  
 

伊
丹
の
城
に
こ
れ
あ
る
年
寄
ど
も
、
妻
子
兄
弟
置
ぎ
捨
て
退
出
の
事 

  

十
一
月
十
九
日
、
荒
木
久
左
衛
門
、
其
の
外
、
歴
貼
の
者
ど
も
、
妻
子
を
人
質
と
し
て
伊
丹

に
残
し
置
き
、
あ
ま
が
崎
へ
罷
り
越
し
、
荒
木
に
異
見
申
し
、
尼
崎
・
は
な
く
ま
進
上
仕
り
、

其
の
上
、
各
の
妻
子
助
け
申
す
べ
き
の
御
請
け
申
す
究
め
、
何
れ
も
尼
崎
へ
越
し
申
す
な
り
。

此
の
時
、
久
左
衛
門
一
首
、 

 

い
く
た
び
も
毛
利
を
憑
み
に
あ
り
を
か
や
け
ふ
思
ひ
た
つ
あ
ま
の
は
ご
ろ
も 

と
、
読
み
を
き
侯
。 

 

織
田
七
兵
衛
信
澄
、
伊
丹
城
中
御
警
固
と
し
て
、
御
人
数
入
れ
置
か
れ
、
櫓
櫓
に
御
番
仰
せ

付
け
ら
れ
侯
。
弥
、
女
ど
も
詰
め
籠
の
仕
立
に
て
、
互
ひ
に
目
と
目
を
見
合
せ
、
あ
ま
り
の
物

う
さ
に
、
た
し
、
歌
よ
み
て
、
荒
木
か
た
へ
つ
か
は
し
侯
。 

 

霜
が
れ
に
残
り
て
我
は
八
重
む
ぐ
ら
な
に
は
の
う
ら
の
そ
こ
の
み
く
づ
に 

荒
木
返
歌
、 

 

思
き
や
あ
ま
の
か
け
橋
ふ
み
な
ら
し 

な
に
は
の
花
も
夢
な
ら
ん
と
は 



あ
こ
の
か
た
よ
り
、
た
し
か
た
へ
の
歌
、 

 

ふ
な
り
行
な
に
か
く
る
し
き
の
り
の
道
風
は
ふ
く
と
も
ね
さ
へ
た
へ
ず
ば 

お
千
代
、
荒
木
か
た
へ
の
歌
、 

 

此
ほ
ど
の
思
ひ
し
花
は
ち
り
行
て
形
見
に
な
る
ぞ
君
が
面
か
げ 

荒
木
返
歌
、 

 

百
年
に
思
ひ
し
事
は
夢
な
れ
や
ま
た
後
の
代
の
又
後
の
世
は 

此
の
ご
と
く
、
読
か
は
し
侯
ひ
し
な
り
。 

  
 

親
王
様
、
二
条
御
新
造
へ
行
啓
の
事 

  

天
正
七
年
己
卯
十
一
月
廿
二
日 

 

親
王
様
、
二
条
新
御
所
へ
御
移
徙
の
た
め
、
行
啓
の
御
時
取
、
卯
の
刻
と
侯
ひ
つ
る
も
、
辰

の
刻
に
至
り
て
な
り
。
一
条
よ
り
室
町
通
り
、
次
第
、
御
先
へ
近
衛
殿
御
参
な
り
。
次
に
、
近

衛
大
納
言
殿
、
関
白
殿
、
五
摂
家
、
一
条
左
府
殿
、
二
条
右
府
殿
、
鷹
司
少
将
殿
、
御
輿
に
て

御
参
り
、
御
輿
添
へ
に
は
、
侍
衆
歴
貼
と
あ
り
。
か
い
ぞ
へ
の
衆
、
中
間
以
下
、
御
輿
の
跡
に
、

打
ち
こ
み
に
参
る
な
り
。
大
藤
左
衛
門
尉
、
大
藤
備
前
守
、
御
奉
行
衆
林
越
前
守
、
小
河
亀
千

代
丸
、
触
口
・
折
ゑ
ぼ
し
、
す
わ
ふ
、
袴
、
返
し
も
ゝ
だ
ち
を
取
る
。
御
物
、
五
尺
四
方
程
あ

り
。
皆
朱
の
御
唐
櫃
、
上
下
台
に
乗
る
な
り
。
雑
色
、
折
ゑ
ぼ
し
、
す
わ
ふ
、
袴
。
返
し
も
ゝ



だ
ち
を
取
る
。
引
き
敷
き
、
思
貼
に
付
く
る
金
手
棒
に
て
、
或
ひ
は
刀
物
を
持
ち
、
或
ひ
は
腰

高
な
る
者
を
下
知
し
て
、
通
る
な
り
。 

 

御
琴
、
錦
の
袋
に
入
る(

天
王
寺
楽
人
持
ち
、
手
か
さ
折
り
布
き
、
直
垂
を
着
、
一
人)

。 

 

御
唐
笠
、
白
御
笠
、
袋
に
入
る
。(

持
ち
手
仕
丁
、
立
鳥
帽
子
、
白
張
な
り)

。 

 

一
番
、
御
板
輿
、
五
の
宮
様
、
若
御
局
様
御
あ
い
輿
な
り
。
二
番
、
中
山
の
上
﨟
、
勧
修
寺

上
﨟
。
三
番
、
大
御
乳
人
。
四
番
、
御
屋
々
。
五
番
、
中
将
殿
。
六
番
、
五
の
宮
様
御
乳
人
。 

 

以
上
、
御
輿
六
丁
な
り
。
仕
丁
十
徳
を
着
、
御
脇
輿
侍
衆
左
右
に
こ
れ
あ
り
。 

 

御
伴
の
御
女
房
衆
、
六
十
人
、
き
ぬ
か
つ
ぎ
に
て
、
か
は
蹈
皮
に
、
う
ら
な
し
を
は
か
せ
ら

れ
、
誠
に
光
り
耀
き
、
衣
香
く
ん
じ
、
結
構
、
申
す
ぽ
か
り
な
し
。
幷
び
に
、
下
部
衆
、
上
さ

し
の
袋
た
ど
持
ち
た
る
も
あ
り
。 

 

当
庄
方
、
御
公
家
御
供
衆
、
飛
鳥
井
大
納
言
殿
、
庭
田
大
納
言
殿
、
柳
原
大
納
言
殿
、
四
辻

大
納
言
殿
、
甘
露
寺
大
納
言
殿
、
持
明
院
中
納
言
殿
、
高
倉
藤
中
納
言
殿
、
山
科
中
納
言
殿
、

庭
田
源
中
納
言
殿
、
勧
修
寺
中
納
言
殿
、
正
親
町
中
納
言
殿
、
中
山
中
納
言
殿
、
中
院
中
紳
言

殿
、
烏
丸
弁
殿
、
日
野
中
納
言
殿
、
水
無
瀬
治
部
卿
殿
、
広
橋
頭
弁
殿
、
吉
田
右
衛
門
督
殿
、

竹
内
左
兵
衛
督
殿
、
坊
城
式
部
少
輔
殿
、
水
無
瀬
中
将
殿
、
高
倉
右
衛
門
佐
殿
、
葉
室
蔵
人
弁

殿
、
万
里
小
路
蔵
人
右
少
弁
殿
、
四
辻
少
将
殿
、
四
条
少
将
殿
、
中
山
少
将
殿
、
六
条
少
将
殿
、

飛
鳥
井
少
将
殿
、
水
無
瀬
侍
従
殿
、
五
条
大
内
記
殿
、
中
御
門
権
右
少
弁
殿
、
富
小
路
新
蔵
人

殿
、
唐
橋
殿
。
以
上
。 

 

各
か
ち
だ
ち
に
て
御
供
な
り
。
立
て
ゑ
ぽ
し
、
き
ぬ
ひ
た
ゝ
れ
、
御
紋
、
色
貼
。
す
あ
し
に



大
ふ
と
は
か
せ
ら
れ
、
風
折
の
か
け
緒
、
む
ら
さ
き
色
の
平
打
な
り
。
飛
鳥
井
中
納
言
殿
、
む

ら
さ
き
の
四
打
の
か
け
を
な
り
。
吉
田
神
主
、
堂
上
方
に
召
し
加
へ
ら
れ
候
。
是
れ
は
、
白
八

打
の
か
け
を
な
り
。
御
輿
添
へ
。
御
方
御
所
様
御
輿
、
御
輿
舁
、
立
烏
帽
子
に
白
張
を
着
。
北

面
の
御
侍
衆
十
一
、
折
ゑ
ぽ
し
、
す
わ
ふ
、
袴
、
あ
し
な
が
な
り
。
御
輿
の
少
し
御
跡
に
牛
飼

も
参
る
な
り
。 

 

清
花
御
衆
、
徳
大
寺
大
納
言
殿
、
西
園
寺
大
納
言
殿
、
三
条
中
納
言
殿
、
大
炊
御
門
中
納
言

殿
、
久
我
中
納
言
殿
、
転
法
輪
三
条
中
納
言
殿
、
花
山
院
宰
相
中
将
殿
、 

以
上
。 

 

立
鳥
帽
子
、
き
ぬ
の
直
垂
、
色
貼
、
す
あ
し
に
大
ふ
と
、
少
し
引
き
退
け
て
参
ら
る
ゝ
な
り
。

御
公
家
衆
の
召
し
具
さ
る
ゝ
侍
・
中
間
、
打
ち
こ
み
に
御
次
に
参
り
候
。
三
百
人
ぱ
か
り
も
こ

れ
あ
る
か
。
折
節
、
御
簾
へ
朝
日
さ
し
入
り
侯
て
、
御
物
見
の
所
よ
り
、
慥
か
に
、
お
が
ま
れ

さ
せ
給
は
り
侯
。
御
眉
め
さ
れ
、
御
立
鳥
帽
子
、
御
練
貫
、
か
う
の
御
そ
ぱ
つ
き
、
衣
の
白
き

御
は
か
ま
な
り
。
昔
も
後
代
に
も
、
か
く
の
如
く
、
ま
ぢ
か
く
拝
み
奉
る
事
、
あ
る
ま
じ
き
た

め
し
な
り
。
御
儀
式
御
結
構
、
中
貼
申
す
ば
か
り
な
し
。 

 

伯
中
将
殿
、
冷
泉
中
将
殿
、
此
の
両
人
は
、
御
輿
に
付
き
申
さ
る
ゝ
な
り
。
菊
庭
内
府
殿
、

御
簾
を
上
げ
申
さ
る
ゝ
御
役
な
り
。
御
剣
、
中
院
中
納
言
殿
持
た
る
ゝ
な
り
。
御
礼
御
申
次
は
、

勧
修
寺
中
納
言
殿
の
由
な
り
。
以
上
。 

 

十
一
月
廿
七
日
、
北
野
へ
ま
い
り
、
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
、
御
秘
蔵
の
鷂
失
ひ
申
し
侯
。
方
々
、

御
尋
ね
な
さ
れ
侯
と
こ
ろ
、 

 

十
二
月
朔
日
、
丹
波
よ
り
居
ゑ
上
せ
、
進
上
。 



 

さ
る
程
に
、
伊
丹
の
城
に
女
ど
も
の
警
固
と
し
て
、
吹
田
、
泊
々
部
、
池
田
和
泉
、
両
三
人

残
し
置
き
侯
と
こ
ろ
に
、
城
中
の
様
躰
、
何
と
見
究
め
申
し
侯
や
ら
ん
、
池
田
和
泉
、
一
首
を

つ
ら
ね
、 

 

露
の
身
の
消
て
も
心
残
り
行
な
に
と
か
な
ら
ん
み
と
り
子
の
末 

と
、
よ
み
置
き
、
其
の
後
、
鉄
胞
に
薬
を
こ
み
、
お
の
れ
と
あ
た
ま
を
打
ち
く
だ
き
、
自
害
仕

り
侯
。
弥
、
女
房
ど
も
、
心
も
心
な
ら
ず
、
尼
崎
よ
り
の
迎
へ
を
、
お
そ
し
は
や
し
と
、
相
待

ち
、
哀
れ
な
る
有
様
、
中
貼
申
す
ば
か
り
も
是
れ
な
し
。 

 

十
二
月
三
日
、
御
家
人
の
上
下
、
悉
く
妙
覚
寺
へ
召
し
寄
せ
ら
れ
、
縮
羅
・
巻
物
・
板
物
、

千
端
に
余
り
積
み
置
か
れ
、
御
馬
廻
・
諸
奉
公
人
に
下
さ
る
。
忝
く
頂
戴
侯
な
り
。 

 

十
二
月
五
日
、
高
山
飛
騨
守
、
去
る
年
、
伊
丹
へ
走
り
入
り
、
不
忠
者
た
る
に
よ
り
、
青
木

鶴
御
使
に
て
、
北
国
へ
つ
か
は
さ
れ
、
柴
田
に
御
預
け
な
さ
れ
侯
な
り
。 

  
 

や
は
た
八
幡
宮
造
営
の
事 

  

十
二
月
十
日
、
山
崎
に
至
つ
て
御
座
を
移
さ
る
。
十
一
、
十
二
両
日
、
雨
降
り
、
宝
寺
に
御

逗
留
。
八
幡
社
頭
、
内
陳
、
下
陳
の
間
に
、
昔
よ
り
木
戸
井
を
懸
け
置
き
侯
。
既
に
朽
ち
腐
り
、

雨
漏
り
、
撥
壊
正
躰
な
し
。
此
の
旨
、
信
長
公
聞
こ
し
め
し
及
ば
れ
、
御
造
営
な
さ
る
べ
き
の

趣
、
上
意
に
て
、
則
ち
、
山
城
の
御
代
官
、
武
田
佐
吉
、
林
高
兵
衛
、
長
坂
助
一
召
し
寄
せ
ら

れ
、
末
代
の
た
め
に
侯
の
間
、
六
間
の
戸
井
を
、
か
ら
金
に
て
、
五
つ
に
鋳
物
に
仰
せ
付
け
ら



る
。
昔
は
、
大
工
の
棟
梁
・
諸
職
人
頭
々
過
分
に
作
料
を
引
き
取
り
、
邪
な
る
費
え
ば
か
り
を

仕
り
侯
間
、
更
に
然
々
と
墓
行
か
ず
。
今
度
は
作
料
あ
る
べ
き
の
外
に
は
、
少
し
も
費
え
な
き

様
に
、
夫
々
に
奉
行
を
申
し
付
け
、
片
時
も
急
ぎ
出
来
侯
様
に
、
念
を
入
れ
申
し
付
く
べ
き
の

旨
、
堅
く
仰
せ
出
だ
さ
る
。
鍛
冶
、
番
匠
、
大
鋸
引
、
葺
師
、
鋳
物
師
、
瓦
焼
等
召
し
寄
せ
、

和
州
三
輪
山
よ
り
材
木
を
取
り
、
社
僧
へ
釿
初
め
の
吉
日
、
相
尋
ね
ら
る
ゝ
の
と
こ
ろ
、
恒
例

と
し
て
、 

 

禁
中
よ
り
御
日
取
り
出
だ
さ
る
ゝ
の
由
候
間
、
相
待
た
る
ゝ
の
処
、
吉
日
良
辰
を
選
び
、
天

正
七
年
己
卯
十
二
月
十
六
日
卯
剋
と
、
勅
諚
な
り
。 

 

さ
る
程
に
、
八
幡
の
片
岡
鵜
右
衛
門
と
申
す
者
、
周
光
香
炉
所
持
侯
を
、
召
し
上
げ
ら
れ
、

銀
子
百
五
十
枚
下
さ
れ
候
な
り
。 

  
 

伊
丹
城
相
果
た
し
、
御
成
敗
の
事 

  

今
度
、
尼
崎
・
は
た
く
ま
渡
し
進
上
申
さ
ず
、
歴
々
の
者
ど
も
の
、
妻
子
兄
弟
を
捨
て
、
我

が
身
一
人
宛
助
か
る
の
由
、
前
代
未
聞
の
仕
立
な
り
。
余
多
の
妻
子
ど
も
、
此
の
趣
承
り
、
是

れ
は
夢
か
や
う
つ
ゝ
か
や
。
恩
愛
の
別
れ
の
悲
し
さ
、
今
更
た
と
へ
ん
方
も
な
し
。
さ
て
、
如

何
が
と
歎
き
、
或
ひ
は
、
お
さ
あ
ひ
子
を
い
だ
き
、
或
ひ
は
、
懐
妊
し
た
る
人
も
あ
り
。
も
だ

へ
こ
が
れ
、
声
も
お
し
ま
ず
泣
き
悲
し
む
有
様
は
、
目
も
当
て
ら
れ
ぬ
次
第
な
り
。
た
け
き
武

士
も
、
さ
す
が
岩
木
な
ら
ね
ぱ
、
皆
、
な
み
だ
を
な
が
さ
ぬ
者
は
な
し
。
此
の
由
、
聞
こ
し
め



し
及
ば
れ
、
不
便
に
お
ぼ
し
め
さ
れ
侯
と
雖
も
、
佞
人
懲
ら
し
め
の
た
め
、
人
質
御
成
敗
の
様

子
、
山
崎
に
て
、
条
々
仰
せ
出
だ
さ
る
。
荒
木
一
類
の
者
ど
も
を
ば
、
都
に
て
仰
せ
付
け
ら
る

べ
き
の
由
侯
て
、 

 

十
二
月
十
二
日
、
晩
景
よ
り
、
夜
も
す
が
ら
、
京
へ
め
し
上
せ
ら
れ
、
妙
顕
寺
に
、
ひ
ろ
籠

を
構
へ
、
三
十
余
人
の
女
ど
も
と
り
籠
め
置
か
れ
、
泊
々
都
、
吹
田
、
久
左
衛
門
む
す
こ
自
念
、

是
の
三
人
は
、
村
井
春
長
軒
所
に
て
、
籠
へ
入
れ
さ
せ
ら
れ
、
此
の
外
、
摂
津
国
に
て
首
に
並

ぶ
る
程
の
者
の
妻
子
よ
り
出
だ
し
、
滝
川
左
近
、
蜂
屋
兵
庫
頭
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
三
人
と

し
て
請
け
取
り
、
張
付
に
懸
げ
侯
へ
と
、
仰
せ
付
げ
ら
れ
候
。
然
る
と
こ
ろ
に
、
荒
木
五
郎
右

衛
門
と
申
す
者
、
日
来
は
、
女
房
の
間
、
さ
の
み
、
し
た
し
く
は
候
は
ね
ど
も
、
今
度
、
妻
女

を
捨
て
置
き
侯
は
ん
事
、
本
儀
な
ら
ざ
る
由
、
申

L

侯
て
、
惟
任
日
向
を
憑
み
、
走
り
入
り
、

女
房
の
命
に
か
は
り
侯
は
ん
と
、
色
々
懇
望
の
歎
き
を
申
し
侯
へ
ど
も
、
中
貼
許
容
な
く
、
結

句
、
両
人
共
以
て
成
敗
、
哀
れ
な
る
笠
、
是
非
な
き
次
第
な
り
。
皆
、
親
子
兄
弟
の
か
た
へ
、

思
ひ
貼
に
、
最
後
の
送
文
、
な
み
だ
と
共
に
、
書
き
置
く
な
り
。 

 

十
二
月
十
三
日
、
辰
の
刻
に
、
百
二
十
二
人
、
尼
崎
ち
か
き
七
松
と
云
ふ
所
に
て
、
張
付
に

懸
け
ら
る
べ
き
に
相
定
め
、
各
引
き
出
だ
し
侯
。
さ
す
が
歴
々
の
上
﨟
達
、
衣
装
美
々
し
き
出

立
、
叶
は
ぬ
道
を
さ
と
り
、
う
つ
く
し
き
女
房
達
、
並
び
居
た
る
を
、
さ
も
あ
ら
け
な
き
武
士

ど
も
が
、
請
け
取
り
、
其
の
母
親
に
い
だ
か
せ
て
、
引
き
上
げ
貼
張
付
に
懸
け
、
鉄
炮
を
以
て
、

ひ
し
貼
と
打
ち
殺
し
、
鑓
・
長
刀
を
以
て
差
し
殺
し
、
害
せ
ら
れ
、
百
廿
二
人
の
女
房
、
一
度

に
悲
し
み
叫
声
、
天
に
も
響
ば
か
り
に
て
、
見
る
人
、
目
も
く
れ
心
も
消
え
て
、
か
ん
る
い
押



さ
へ
難
し
。
是
れ
を
見
る
人
は
、
廿
日
卅
日
の
間
は
、
其
の
面
影
身
に
添
ひ
て
、
忘
れ
や
ら
ざ

る
由
に
て
侯
な
り
。 

 

此
の
外
、
女
の
分
、
三
百
八
十
八
人
。
か
せ
侍
の
妻
子
付
貼
の
者
ど
も
な
り
。
男
の
分
、
百

廿
四
人
。
是
れ
は
歴
歴
の
女
房
衆
へ
付
け
置
き
侯
若
党
以
下
な
り
。
合
せ
て
五
百
十
余
人
。
矢

部
善
七
郎
、
御
検
使
に
て
、
家
四
ツ
に
取
り
籠
め
、
草
を
つ
ま
せ
ら
れ
、
焼
き
殺
さ
れ
侯
。
風

の
ま
は
る
に
随
ひ
て
、
魚
の
こ
ぞ
る
様
に
、
上
を
下
へ
と
、
な
み
よ
り
、
焦
熱
・
大
焦
熱
の
ほ

の
ほ
に
む
せ
び
、
お
ど
り
上
り
飛
び
上
り
、
悲
し
み
の
声
、
煙
に
つ
れ
て
空
に
響
き
、
獄
卒
の

呵
責
の
攻
め
も
、
是
な
る
べ
し
。
肝
魂
を
失
ひ
、
二
目
と
も
、
更
に
見
る
人
な
し
。
哀
れ
な
る

次
第
、
中
貼
申
す
に
足
ら
ず
。
伊
丹
の
城
、
御
小
姓
衆
と
し
て
、
廿
日
番
に
仰
せ
付
け
ら
る
。 

 

十
二
月
十
四
日
、
山
崎
よ
り
京
都
妙
覚
寺
に
至
り
て
御
帰
洛
。 

 

十
二
月
十
六
日
、
荒
木
一
類
の
者
、
都
に
て
御
成
敗
な
さ
る
べ
き
の
旨
、
仰
せ
出
だ
さ
る
。 

 

さ
る
程
に
、
越
方
行
末
の
物
語
承
り
、
哀
れ
な
る
次
第
申
す
計
り
な
し
。
去
る
年
十
月
下
旬

に
、
荒
木
、
天
罰
を
蒙
り
、
御
敵
仕
り
侯
。
程
な
く
、
霜
月
三
日
に
御
上
洛
。
同
九
日
に
御
馬

を
天
神
馬
場
に
出
だ
さ
れ
、
御
取
出
仰
せ
付
け
ら
れ
侯
。
然
れ
ど
も
、
高
槻
・
茨
木
、
能
き
構

へ
に
て
侯
間
、
一
旦
に
は
御
存
分
に
叶
ひ
が
た
し
と
、
荒
木
も
、
其
の
外
、
下
貼
も
存
知
侯
と

こ
ろ
、
思
ひ
の
外
、
杖
に
も
柱
に
も
と
存
知
侯
中
川
瀬
兵
衛
・
高
山
右
近
、
御
身
方
に
参
り
侯
。

此
の
時
も
、
か
ほ
ど
に
御
座
侯
は
ん
と
は
、
存
ぜ
ず
侯
と
こ
ろ
、
軽
る
貼
と
古
屋
野
へ
御
陣
を

寄
せ
ら
れ
、
透
間
を
あ
ら
せ
ず
、
伊
丹
を
取
り
巻
き
、
御
陣
取
り
仰
せ
付
け
ら
る
。 

 

十
二
月
朔
日
の
夜
、
安
部
二
右
衛
門
、
是
れ
も
心
を
替
へ
、
大
坂
尼
崎
よ
り
伊
丹
へ
の
通
路



止
め
申
し
侯
。
こ
こ
に
て
、
上
下
難
儀
い
た
し
侯
。
さ
れ
ど
も
、
安
芸
の
毛
利
、
正
月
十
五
日

過
ぎ
候
は
ば
、
必
ず
馬
を
出
だ
し
、
西
宮
が
越
水
辺
に
、
大
将
陣
を
居
え
、
吉
川
・
小
早
川
・

宇
喜
多
を
尼
崎
へ
う
つ
し
、
雑
賀
・
大
坂
の
者
ど
も
に
先
手
を
申
し
付
け
、
両
手
よ
り
切
り
か
ゝ

り
、
御
陣
取
り
追
ひ
払
ひ
、
荒
木
存
分
に
申
し
付
く
べ
き
事
、
案
の
内
と
、
誠
に
現
々
し
く
、

誓
紙
を
仕
り
侯
て
、
越
し
申
さ
れ
侯
の
間
、
我
人
神
仏
へ
も
祈
り
を
懸
け
、
是
れ
を
憑
み
に
い

た
し
侯
と
こ
ろ
、
又
、
二
月
十
八
日
、
御
上
洛
な
さ
れ
、
三
月
五
日
、
御
馬
を
寄
せ
ら
れ
、
信

長
、
池
田
に
御
陣
を
居
え
さ
せ
ら
れ
、
中
将
信
忠
、
賀
茂
岸
に
、
ち
か
ぢ
か
と
御
取
出
寄
せ
さ

せ
ら
れ
、
伊
丹
四
方
に
堀
を
ほ
ら
せ
、
塀
・
柵
を
二
重
三
重
、
丈
夫
に
仰
せ
付
け
ら
る
。
誠
に

籠
の
内
の
鳥
に
異
な
ら
ず
。
行
末
如
何
に
成
り
果
て
侯
は
ん
と
、
物
思
ひ
に
て
侯
へ
ど
も
、
春

夏
の
内
に
毛
利
出
で
ら
れ
侯
は
父
、
定
め
て
一
途
に
侯
は
ん
と
、
待
ち
暮
ら
し
、
如
何
な
る
森

林
も
、
春
は
花
も
咲
き
出
で
侯
ま
ゝ
、
百
花
ひ
ら
け
、
国
も
ひ
ろ
く
な
り
侯
は
ん
と
明
け
暮
れ

待
ち
申
し
侯
と
こ
ろ
、
程
な
く
、
春
も
暮
れ
、
既
に
、
楊
梅
・
桃
李
の
花
咲
き
散
り
て
、
梢
茂

み
の
更
衣
、
卯
花
、
郭
公
、
五
月
の
雨
の
数
貼
物
思
ひ
、
か
様
に
月
日
の
過
ぎ
行
く
間
に
、
切
々

の
懸
け
合
ひ
に
、
親
を
う
た
せ
、
子
に
後
れ
、
我
も
人
も
一
方
な
ら
ぬ
歎
き
、
た
と
へ
ん
方
も

な
か
り
け
り
。
さ
て
又
、
如
何
に
あ
る
べ
き
と
て
、
中
国
へ
数
の
使
遣
は
し
侯
へ
ぱ
、
人
馬
の

は
み
物
出
来
侯
て
、
七
月
中
に
罷
り
立
ち
侯
は
ん
と
、
申
し
延
べ
侯
。
叉
、
八
月
に
は
、
国
に

物
い
ひ
出
来
た
る
由
、
申
し
越
し
侯
。
今
は
は
や
、
木
々
も
落
葉
し
、
森
も
次
第
に
枯
木
に
な

り
、
憑
み
す
く
な
く
な
り
果
て
、
力
を
失
ひ
、
詮
方
な
し
。
然
れ
ど
も
、
荒
木
申
す
様
に
は
、

波
多
野
兄
弟
張
付
に
か
ゝ
り
侯
如
く
、
や
み
貼
と
は
あ
る
ま
じ
く
侯
。
兵
粮
漸
漸
尽
き
侯
は
ゞ
、



前
か
ど
に
、
諸
手
の
人
数
引
き
出
だ
し
、
古
屋
野
、
塚
ロ
ヘ
差
し
向
け
、
戦
を
さ
せ
、
其
の
間

に
、
伊
丹
に
三
千
こ
れ
あ
る
人
数
、
三
段
に
備
へ
、
足
弱
を
か
こ
は
せ
、
退
き
侯
は
ん
に
、
何

の
子
細
あ
る
ま
じ
く
侯
。
若
し
叉
、
此
の
調
な
り
侯
は
ず
ば
、
尼
崎
・
花
花
ま
進
上
申
し
、
命

た
す
か
り
申
す
べ
く
侯
と
て
、
皆
貼
に
、
あ
ら
木
力
を
付
け
、
九
月
二
日
夜
に
入
り
、
荒
木
摂

津
守
、
五
、
六
人
召
し
列
れ
忍
び
出
で
、
尼
崎
へ
移
り
侯
。
城
申
弥
力
な
く
、
我
人
、
行
く
末

如
何
貼
と
案
じ
暮
ら
し
侯
と
こ
ろ
、
十
月
十
五
日
、
星
野
、
山
脇
、
隠
岐
、
此
の
足
軽
大
将
三

人
謀
叛
い
た
し
、
日
来
は
伊
丹
て
に
首
を
す
る
程
の
者
の
妻
子
人
質
と
し
て
、
夜
る
貼
は
城
中

へ
取
り
入
り
侯
。
運
の
尽
き
た
る
験
に
や
、
不
暁
に
人
質
帰
し
侯
。
則
ち
、
上
﨟
塚
へ
御
敵
引

き
入
れ
、
数
多
切
り
拾
て
、
町
を
居
取
に
い
た
し
、
城
と
町
の
間
に
侍
町
あ
り
、
是
れ
は
火
を

懸
け
、
生
城
に
な
さ
れ
、 

 

渡
辺
勘
大
夫
、
岸
の
取
出
よ
り
、
多
田
の
館
ま
で
罷
り
退
き
侯
を
、
生
害
さ
せ
ら
れ
、
又
、

鵯
塚
に
野
村
丹
後
、
大
将
と
し
て
楯
籠
り
侯
。
是
れ
も
、
降
参
申
し
侯
へ
ど
も
、
御
赦
免
な
く
、

腹
を
き
ら
せ
ら
れ
、
然
ら
ば
、
惟
任
日
向
、
尼
崎
・
花
く
ま
を
進
上
侯
て
、
命
た
す
か
り
尤
も

の
由
侯
。
悉
く
存
知
、
荒
木
方
へ
申
し
送
り
侯
へ
ど
も
、
一
途
も
な
く
侯
間
、
妻
子
人
質
と
し

て
残
し
置
き
、
其
の
断
、
荒
木
に
申
し
聞
か
せ
、
両
城
進
上
申
す
べ
く
侯
。
若
し
、
同
心
こ
れ

な
く
侯
は
ゞ
、
御
人
数
申
し
請
け
、
先
を
仕
り
、
即
時
に
申
し
付
く
べ
し
と
、
御
請
け
を
申
し

究
め
、
伯
々
部
、
吹
田
、
池
田
和
泉
、
女
ど
も
の
警
固
に
置
き
、
霜
月
十
九
日
、
尼
崎
へ
各
年

寄
ど
も
、
罷
り
越
し
侯
。
か
く
の
如
く
な
り
果
て
侯
は
ん
事
を
、
見
及
び
、
池
田
和
泉
は
、
鉄

炮
に
薬
を
こ
み
、
お
の
れ
と
あ
た
ま
を
打
ち
く
だ
き
、
果
て
ら
れ
候
。
世
の
中
に
命
程
つ
れ
な



き
物
な
し
。
昨
日
ま
で
は
口
言
を
い
は
れ
し
歴
貼
の
侍
共
、
其
妻
子
兄
弟
捨
て
置
き
、
我
が
身

一
人
づ
ゝ
助
か
る
の
由
申
し
越
し
、
此
の
上
は
、
と
て
も
の
が
れ
ぬ
道
な
れ
ぽ
、
導
師
を
憑
み

申
さ
ん
と
て
、
思
ひ
貼
に
、
寺
貼
の
僧
を
供
養
し
、
珠
数
・
経
帷
申
し
請
け
、
戒
を
た
も
ち
、

御
布
施
に
は
金
銀
を
参
ら
せ
候
人
も
あ
り
。
着
た
る
衣
装
を
参
ら
せ
ず
る
者
も
あ
り
。 

 

古
し
へ
の
綾
羅
錦
繍
よ
り
も
、
今
の
経
帷
あ
り
が
た
し
。
世
に
あ
り
し
時
は
、
き
く
も
忌
々

し
き
経
帷
に
、
戒
名
さ
づ
か
り
、
頼
も
し
く
思
は
れ
候
。
千
年
万
年
と
契
り
し
婦
妻
・
親
子
・

兄
弟
の
間
の
中
を
も
去
離
、
思
は
ず
も
、
都
に
て
諸
人
に
恥
を
さ
ら
す
事
、
此
の
上
は
、
更
に

荒
木
を
も
う
ら
み
ず
、
先
世
の
因
果
、
浅
ま
し
き
と
ば
か
り
に
て
、
た
し
、
歌
あ
ま
た
読
み
置

き
侯
。 

 
 

き
ゆ
る
身
は
お
し
む
べ
き
に
も
無
き
物
を
母
の
お
も
ひ
ぞ
さ
は
り
と
は
な
る 

 

た
し 

残
し
を
く
そ
の
み
ど
り
子
の
心
こ
そ
お
も
ひ
や
ら
れ
て
か
な
し
か
り
け
り 

 

た
し 

木
末
よ
り
あ
た
に
ち
り
に
し
桜
花
さ
か
り
も
な
く
て
あ
ら
し
こ
そ
ふ
け 

 

た
し 

み
が
く
べ
き
心
の
月
の
く
も
ら
ね
ぱ
ひ
か
り
と
と
も
に
に
し
へ
こ
そ
行 

 

お
ち
い 

た
し
、
つ
ぼ
ね
京
殿, 

 
 

世
の
中
の
う
き
ま
よ
ひ
を
ば
か
き
拾
て
て
弥
陀
の
ち
か
ひ
に
あ
ふ
ぞ
う
れ
し
き 

隼
人
の
女
房
、
荒
木
娘
の
歌 

 

露
の
身
の
消
え
残
り
て
も
何
か
せ
ん
南
無
あ
み
だ
仏
に
た
す
か
り
ぞ
す
る 



お
ほ
て 

荒
木
娘 

も
え
出
づ
る
花
は
二
た
び
さ
か
め
や
と
た
の
み
を
か
け
て
あ
り
明
の
月 

同
ぬ
し 
歎
く
べ
き
弥
陀
の
お
し
へ
の
ち
か
ひ
こ
そ
ひ
か
り
と
と
も
に
に
し
へ
と
ぞ
行 

荒
木
与
兵
衛
女
房
、
村
田
因
幡
が
娘 

 
 

憑
め
た
ゞ
弥
陀
の
お
し
へ
の
く
も
ら
ね
ば
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
は
あ
り
明
の
月 

さ
い 

先
だ
ち
し
こ
の
み
か
露
も
お
し
か
ら
じ
母
の
お
も
ひ
ぞ
さ
は
り
と
は
な
る 

何
れ
も
、
思
ひ
貼
に
、
文
ど
も
に
書
き
を
か
れ
侯
。
さ
て
、 

十
二
月
十
六
日
、
辰
の
刻
、
車
一
両
に
二
人
つ
ゝ
乗
り
て
、
洛
中
を
ひ
か
せ
ら
れ
侯
次
第 

一
番(

廿
計
り
）
吹
田
、
荒
木
弟
（
十
七)

丹
後
々
家
、
あ
ら
木
妹
、 

二
番(

十
五)

荒
木
娘
、
隼
人
女
房
、
懐
妊
な
り
。 

 
 
(

廿
一)

た
し 

三
番(

十
三)

荒
木
娘
、
だ
ご
、
隼
人
女
房
妹
、 

 
 
(

十
六)

吹
田
女
房
、
吹
田
因
幡
娘 

四
番(

廿
一)

渡
辺
四
郎
、
荒
木
志
摩
守
の
兄
む
す
こ
な
り
。
渡
辺
勘
大
夫
娘
に
仕
合
、
則
ち
養

子
と
す
る
な
り
。 

 
 
(

十
九)

荒
木
新
丞
、
同
じ
く
弟
。 

五
番(

卅
五)

宗
察
娘(

伊
丹
源
内
こ
と
を
云
ふ
な
り
）
伊
丹
安
大
夫
女
房
、
此
の
子
八
歳
。 

 
 
(

十
七)

瓦
林
越
後
娘
、
北
河
原
与
作
女
房
。 

六
番(

十
八)

荒
木
与
兵
衛
女
房
、
村
田
因
幡
娘
な
り
。 



 
 
(

廿
八)

池
田
和
泉
女
房
。 

七
番(

十
三)
荒
木
越
中
女
房
、
た
し
妹
。 

 
 
(

十
五)

牧
左
衛
門
女
房
、
た
し
妹
。 

八
番(

五
十
計)

泊
々
部
。 

 
 
(

十
四)

荒
木
久
左
衛
門
む
す
こ
自
念
、 

 

此
の
外
、
車
三
両
に
は
子
供
御
乳
付
貼
七
、
八
人
宛
乗
ら
れ
、
上
京
一
条
辻
よ
り
、
室
町
通

り
洛
中
を
ひ
か
せ
、
六
条
河
原
ま
で
引
き
付
け
ら
る
。 

 

御
奉
行
、
越
前
衆
、
不
破
・
前
田
・
佐
々
・
原
・
金
森
五
人
、
此
の
外
の
役
人
、
觸
口
・
雑

色
・
青
屋
、
河
原
の
者
数
百
人
、
具
足.

甲
を
着
け
、
太
刀
・
長
刀
を
抜
き
持
ち
、
弓
に
矢
を
さ

し
は
け
、
さ
も
す
さ
ま
じ
き
仕
立
に
て
、
車
の
前
後
警
固
な
り
。
女
房
達
何
れ
も
膚
に
は
経
帷
、

上
に
は
色
よ
き
小
袖
う
つ
く
し
く
出
で
立
、
歴
貼
の
女
房
衆
に
て
ま
し
ま
せ
は
、
の
が
れ
ぬ
道

を
さ
と
り
、
少
し
も
取
り
ま
ぎ
れ
ず
、
神
妙
な
り
。
た
し
と
申
は
き
こ
へ
有
る
美
人
な
り
。
古

し
へ
は
、
か
り
に
も
人
に
ま
み
ゆ
る
事
無
き
を
、
時
世
に
随
ふ
な
ら
ひ
と
て
、
さ
も
あ
ら
け
な

き
雑
色
共
の
手
に
は
な
り
、
小
肘
つ
か
ん
で
車
に
引
き
乗
せ
ら
る
。
最
後
の
時
も
、
彼
た
し
と

申
す
、
車
よ
り
下
様
に
帯
し
め
直
し
、
髪
高
高
と
結
ひ
直
し
、
小
袖
の
ゑ
り
押
し
退
き
て
、
尋

常
に
切
ら
れ
候
。
是
を
見
る
よ
り
何
れ
も
最
後
よ
か
り
け
り
。
さ
れ
共
、
下
女
半
物
共
は
、
人

目
を
も
憚
か
ら
ず
、
も
だ
へ
こ
が
れ
、
泣
き
悲
し
み
、
哀
な
り
。
久
左
衛
門
む
す
こ
十
四
歳
自

念
、
伊
丹
安
大
夫
む
す
こ
八
歳
の
せ
が
れ
、
二
人
の
者
お
と
な
し
く
、
最
後
の
所
は
爰
か
と
申

し
侯
て
、
敷
皮
に
直
り
、
頸
抜
き
上
げ
て
切
ら
る
ゝ
を
、
貴
賎
ほ
め
ず
と
云
ふ
者
な
し
。
栴
檀



は
、
二
葉
よ
り
し
て
か
ん
ば
し
く
、
荒
木
一
人
の
所
為
に
て
、
一
門
親
類
上
下
の
数
を
知
ら
ず
、

し
て
う
の
別
れ
血
の
涙
を
な
が
す
、
諸
人
の
恨
お
ろ
し
や
と
、
舌
を
巻
か
ぬ
者
な
し
。
兼
ね
て

頼
み
し
寺
貼
の
御
僧
達
、
死
後
を
取
り
隠
し
申
さ
る
ゝ
。
生
便
敷
御
成
敗
、
上
古
よ
り
の
初
め

な
り
。 

 

十
二
月
十
八
日
夜
に
入
り
、
信
長
公
、
二
条
新
御
所
へ
御
参
内
。
金
銀
巻
物
等
其
員
を
尽
し

叡
覧
に
備
へ
ら
れ
、
翌
日
十
九
日
御
下
り
、
路
次
に
て
終
日
雨
降
り
、
安
土
に
至
り
て
御
帰
城
。

珍
重
々
々
。 

 


